
平成 25 年度

【事業所概要（事業所記入）】

※事業所の基本情報は、公表センターページで閲覧してください。（↓このURLをクリック） 

【評価機関概要（評価機関記入）】

○ ○
職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の意向

【外部評価で確認した事業所の優れている点、工夫点（評価機関記入）】

 福岡県北九州市小倉北区真鶴２丁目５－２７　　　　　　℡　０９３-582-0294

平成25年04月08日

特定非営利活動法人　北九州シーダブル協会

　　　　　　　　取　り　組　み　の　成　果
　　↓該当するものに○印

1. ほぼ全ての利用者の

項　　目

2. 家族の２/３くらいと

　　　　　　　　取　り　組　み　の　成　果
　　↓該当するものに○印

所在地

項　　目

「夏吉園」は、鶯の声が聞こえる自然環境に恵まれた、２ユニットのグループホームである。ホーム
の庭は、季節の花が満開で、利用者と職員の手づくり作品が、室内に沢山飾られ、小さな美術館
の雰囲気である。元オーナーや、園長、施設長がこの街で生まれ育ち、地域に溶け込んだ環境
は、夏祭りや、クリスマス会に百人以上の、地域住民や家族で賑わい、街の行事として定着し、公
民館で開催する介護相談や、おやつ作りと合わせ、地域に密着し、深い信頼関係を築いている。
また、かかりつけ医と提携医が連携し、３人の看護師と、介護職員とのチーム介護で、利用者の健
康管理は万全である。利用者は、調理自慢の職員が作る美味しい料理を、沢山食べて、生姜湯や
野菜ジュースを全員が飲んで、免疫力を高め、元気な様子を見つめる家族から「ここを選んで良
かった」と安心に包まれた夏吉園である。訪問調査日

http://www.kaigokensaku.jp/40/index.php基本情報リンク先

自己評価作成日 平成25年04月24日評価結果確定日平成25年03月26日

Ⅴ．サービスの成果に関する項目（アウトカム項目）　　※項目№1～5７で日頃の取り組みを自己点検したうえで、成果について自己評価します

1. ほぼ全ての家族と
2. 利用者の２/３くらいの

職員は、家族が困っていること、不安なこと、求
めていることをよく聴いており、信頼関係ができ

1  自己評価及び外部評価結果

4071900940

法人名 有限会社　グループホーム夏吉園

【事業所が特に力を入れている点・アピールしたい点（事業所記入）】

評価機関名

〒825-0004　福岡県田川市大字夏吉３６１４番地の１ 　   ℡ 0947-45-3108

グループホーム　夏吉園　

所在地

　（別紙４）

事業所名

事業所番号 訪れる多くの方々が当園のイメージとして口にされる言葉、それは「家庭的な温かさ」です。職員と利用
者様の笑い声が響き、コタツでくつろがれる方、職員と共に献立を考えられる方、車イスで移動されなが
ら歌を歌われている方、利用者様がご自分のペースで生活していらっしゃるご様子を評して多くの方が
家庭的な温かさが夏吉園にはあると言ってくださいます。家庭的だからと言って年長者への敬意を欠くよ
うなぞんざいな言葉遣いを堅く禁じております。当園では職員に常に利用者様の立場を自分に置き換え
て考える、自分の家族に置き換えて考える事を求めています。認知症介護のプロとして健康管理増進に
努め、利用者様が力を入れてとり組みたくなるようなリハビリやレクリエーションを工夫し、家庭的な安定
の中で利用者様が常に「明日」を楽しみにする園であることを大切に考えております。

○
○

○ ○

○ ○

○
○

○ ○

○

58
職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の意向
を掴んでいる
（参考項目：25,26,27）

4. ほとんど掴んでいない

59

2. 家族の２/３くらいと
3. 家族の１/３くらいと

1. 毎日ある
利用者と職員が、一緒にゆったりと過ごす場面
がある
（参考項目：20,40）

3. 利用者の１/３くらいの
2. 利用者の２/３くらいの

1. ほぼ全ての職員が

68

4. ほとんどいない

職員は、活き活きと働けている
（参考項目：11,12）

65

3. 利用者の１/３くらいが
4. ほとんどいない 4. 全くいない

2. 職員の２/３くらいが

1. 大いに増えている
2. 少しずつ増えている

めていることをよく聴いており、信頼関係ができ
ている
（参考項目：9,10,21）

通いの場やグループホームに馴染みの人や地
域の人々が訪ねて来ている
（参考項目：2,22）

1. ほぼ全ての家族等が

3. 職員の１/３くらいが

4. ほとんどできていない

運営推進会議を通して、地域住民や地元の関
係者とのつながりが拡がったり深まり、事業所
の理解者や応援者が増えている
（参考項目：4）

1. ほぼ毎日のように

4. ほとんどない

3. あまり増えていない
2. 利用者の２/３くらいが

60

3. 家族等の１/３くらいが

1. ほぼ全ての利用者が

職員から見て、利用者の家族等はサービスにお
おむね満足していると思う70

4. ほとんどできていない

2. 数日に１回程度ある 2. 数日に1回程度

4. ほとんどいない
3. 利用者の１/３くらいが

職員から見て、利用者はサービスにおおむね満
足していると思う

2. 家族等の２/３くらいが

2. 利用者の２/３くらいが
1. ほぼ全ての利用者が

69

4. ほとんどいない
3. 利用者の１/３くらいが

67

66

2. 利用者の２/３くらいが

3. たまに

4. ほとんどいない

3. たまにある

3. 利用者の１/３くらいが
2. 利用者の２/３くらいが

62

4. ほとんどいない

63

61

64
利用者は、その時々の状況や要望に応じた柔軟
な支援により、安心して暮らせている
（参考項目：30）

1. ほぼ全ての利用者が
2. 利用者の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが
4. ほとんどいない

利用者は、一人ひとりのペースで暮らしている
（参考項目：38）

1. ほぼ全ての利用者が

3. 利用者の１/３くらいが

4. ほとんどない

利用者は、戸外の行きたいところへ出かけてい
る
（参考項目：51）

利用者は、健康管理や医療面、安全面で不安な
く過ごせている
（参考項目：32,33）

1. ほぼ全ての利用者が

2. 利用者の２/３くらいが

利用者は、職員が支援することで生き生きした
表情や姿がみられている
（参考項目：38,39）

1. ほぼ全ての利用者が

特定非営利活動法人　北九州シーダブル協会



福岡県　グループホーム　夏吉園 評価確定日　平成25年04月24日

自己評価および外部評価結果 〔セル内の改行は、（Altｷｰ）＋（Enterｷｰ）です。〕

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

Ⅰ.理念に基づく運営

1 1 ○理念の共有と実践
地域密着型サービスの意義をふまえた事業所理
念をつくり、管理者と職員は、その理念を共有し
て実践につなげている

2 2 ○事業所と地域とのつきあい
利用者が地域とつながりながら暮らし続けられる
よう、事業所自体が地域の一員として日常的に
交流している

3 ○事業所の力を活かした地域貢献
事業所は、実践を通じて積み上げている認知症
の人の理解や支援の方法を、地域の人々に向け
て活かしている

4 3 ○運営推進会議を活かした取り組み
運営推進会議では、利用者やサービスの実際、
評価への取り組み状況等について報告や話し合
いを行い、そこでの意見をサービス向上に活かし
ている

5 4 ○市町村との連携
市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、事業
所の実情やケアサービスの取り組みを積極的に
伝えながら、協力関係を築くように取り組んでい
る

6 5 ○身体拘束をしないケアの実践
代表者および全ての職員が「介指定基準におけ
る禁止の対象となる具体的な行為」を正しく理解
しており、玄関の施錠を含めて身体拘束をしない
ケアに取り組んでいる

7 ○虐待の防止の徹底
管理者や職員は、高齢者虐待防止関連法につ
いて学ぶ機会を持ち、利用者の自宅や事業所内
での虐待が見過ごされることがないよう注意を払
い、防止に努めている

行政担当窓口と連携し、ホームの課題や困難事例の相談や
利用状況の報告を行っている。また、運営推進会議に、行政
職員と地域包括支援センター職員が出席し、ホームの現状を
理解してもらい、協力関係を築いている。また、２ヶ月に１回
公民館で介護予防教室を実施し、交流を行うと共に地域の高
齢者が安心出来る環境作りに貢献している。

身体拘束、施錠の弊害を職員会議で常に話し
合い、職員全員理解できている。外出希望のあ
る方の対応も個別に対応しながら、安全性の徹
底に努めている。また、状況に応じて施錠させ
て頂かなければならない時は、家族に説明させ
て頂き了解を得ている。事前に警察、郵便局、
店などには協力を得ている。

ホームの勉強会で、身体拘束が利用者に与える影響につい
て、職員一人ひとりが理解し、スピーチロックも含めた、拘束
をしないための介護サービスについて話し合っている。また、
１５分毎に利用者の所在の確認を行い、「所在確認表」に記
録し、見守りを強化しながら安全性の徹底に努め、利用者の
安心した暮らしを目指している。玄関は特別な場合以外は開
錠し、利用者が自由に出入りできる環境である。

行政職員、区長、公民館長、家族代表、地域住民代
表、園職員（交代制）が参加している。会議では園の
状況報告、行事報告、感染症対策、災害対策などに
ついて、話し合われる。自治防災組織で園として力に
なれることを模索しているところである。家族や地域包
括職員からの提案で家族向けの勉強会を開催するこ
ととなった。

会議は２ヶ月毎に定期的に開催し、家族代表、地域住民代
表、行政職員、地域包括支援センター職員、園職員が参加し
ている。入居者の状況、感染症対策、研修、行事、今後の予
定を報告し、参加者からは、防災対策や認知症の勉強会の
提案等活発に意見が出され、充実した会議となっている。出
された意見や提案を検討し、出来るだけ迅速にホーム運営に
反映させる努力をしている。

自
己

外
部

項　　目
自己評価 外部評価

職員も利用者も地元出身という環境の中で、地域の方と
の交流は盛んである。地域の神幸祭では必ず園庭で御輿
が披露され利用者も祭りの熱気に包まれる。敬老会の参
加、地域の文化祭での作品発表と地域の行事にも積極的
に参加している。園の二大イベントである、クリスマス会や
夏祭りなどは、園内に入りきれないほどの方が参加してく
ださる。また、地域の公民館にて、介護予防教室を開催
し、地域の方々と体操と、手作りおやつを楽しむ。

実践状況

「ゆったり楽しく家庭的な雰囲気の中で信頼関係を築きながら地域と
共に生き、地域で愛される園作りを目指す」事を理念に掲げている。
「和顔・愛語・賛嘆」をモットーに、利用者一人ひとりの思いに寄り添
い、利用者が此処を「家」だと思い、リラックスして笑顔で過ごしても
らえるよう、職員は毎朝理念を唱和し、常に意識しながら一丸となっ
て理念の実践に向けて取り組んでいる。

毎朝のミーティングで理念を唱和している。職
員は理念を理解し、家庭的な雰囲気作りと、心
のこもったあたたかい言葉掛けを実践してい
る。

地域に長い間貢献してきた元オーナーの存在があり、地域との交流
は活発である。ホームのクリスマス会には、１１０個用意したプレゼン
トが足りなくなる程多くの方が来園し、園の夏祭りと共に地域住民が
楽しみにしている恒例行事となっている。また、地域の文化祭に、利
用者が一年かけて作り上げた貼り絵の大作を毎年出品している。地
域の方と一緒にリハビリ体操を行い手作りおやつを楽しみ、公民館
で行われる２ヶ月毎の介護予防教室は定着し、地域との信頼関係を
深めている。

先に挙げた公民館での介護予防教室では介護相談なども
受け、本人、家族、行政の橋渡し役をしたり、介護が必要
な人をかかえた家族から相談を受けた場合は認知症への
理解や制度利用のアドバイスなどをしている。近隣の県立
大学の学生の研修を受け入れている。

制度の理解等の相談を常に広域連合に対して
問い合わせを行っている。田川市役所介護課
の職員、昨年より地域包括センターからも運営
推進会議に参加してもらっている。月初めに空
室がある場合には市役所に連絡する取り決め
がある。

外部より講師を招き、高齢者虐待防止関連法
などをご家族、職員と共に学ぶ機会を設けてい
る。ミーティングや職員会議で常に自分自身に
置き換えて考えてみると言うことを職員には伝
えている。

1 特定非営利活動法人　北九州シーダブル協会



福岡県　グループホーム　夏吉園 評価確定日　平成25年04月24日

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容
自
己

外
部

項　　目
自己評価 外部評価
実践状況

8 ６ ○権利擁護に関する制度の理解と活用
管理者や職員は、日常生活自立支援事業や成
年後見制度について学ぶ機会を持ち、個々の必
要性を関係者と話し合い、それらを活用できるよ
う支援している

9 ○契約に関する説明と納得
契約の締結、解約又はや改定等の際は、利用者
や家族等の不安や疑問点を尋ね、十分な説明を
行い理解・納得を図っている

10 ７ ○運営に関する利用者、家族等意見の反映
利用者や家族等が意見、要望を管理者や職員な
らびに外部者へ表せる機会を設け、それらを運
営に反映させている

11 ８ ○運営に関する職員意見の反映
代表者や管理者は、運営に関する職員の意見や
提案を聞く機会を設け、反映させている

12 ○就業環境の整備
代表者は、管理者や職員個々の努力や実績、勤
務状況を把握し、給与水準、労働時間、やりがい
など、各自が向上心を持って働けるよう職場環
境・条件の整備に努めている

13 ９ ○人権尊重
法人代表者及び管理者は、職員の募集・採用に
あたっては性別や年齢等を理由に採用対象から
排除しないようにしている。また、事業所で働く職
員についても,その能力を発揮して生き生きとして
勤務し、社会参加や自己実現の権利が十分に保
証されるよう配慮している

14 １０ ○人権教育・啓発活動
法人代表及び管理者は、入居者に対する人権を
尊重するために、職員等に対する人権教育、啓
発活動に取り組んでいる

生き生きと仕事が出来る職場環境を目指し、職員の能力や
特技（料理、貼り絵、園芸、レク等）を活かした勤務体制や、
自己実現のために、有給休暇の確保、外部研修参加、資格
取得への支援等を行っている。このような配慮が職員の意識
を高め、職員間のチーム介護力の向上に繋がり、利用者の
安心と笑顔のある暮らしに結びついている。また、職員の採
用にあたっては、年齢、性別の区別はなく、年齢の幅が広い
職員がそれぞれの持ち味を発揮しながら勤務している。

毎月２回、外部から講師を招聘し、職員の接遇に関する教育
を徹底して行っている。「絶対に強い言葉を使ってはいけな
い」と、ミーティング等の機会に伝え、職員一人ひとりが理解
して、利用者の人権を尊重し、優しさと気配りの中で、利用者
が穏やかに生きがいを持って暮らせるよう支援している。ま
た、毎朝理念を唱和し、職員全員が理解する事で、人権教
育、啓発活動に繫げている。

職員会議を毎月開催し、毎朝のミーティングの中で利用者の
状態について話し合い、伝達ノートの活用と合わせ、職員の
意見を聞く機会を設けている。また、「気づき箱」を設置し、
「この方法でやってみたらどうでしょうか」「施設長、話を聞い
て下さい」等、以前に比べ多くの意見が出るようになった。施
設長の細やかな職員への声掛けや気配りにより、連携体制
が十分取られ、日々の介護の中で活かされている。

グループホーム倫理綱領を、共有空間に掲示
し、職員への周知を図っている。毎朝のミーティ
ングでも、人権の尊重と、言葉遣いの大切さを
伝え続けている。毎月2日、このテーマで接遇
講師により指導を受けている。

年齢、性別の区別はなく、職員採用を行ってい
る。当園は職員の年齢層の幅が広く、それぞれ
の年代の特色を活かした介護ができている。職
員を信頼し、その能力の発揮の場を限定しない
ことで､職員の働きがいが手厚い介護につながっ
ている。担当労務士により、雇用契約書を交わ
し、労働基準法を遵守した就業規則も整備され、
年次有給休暇も取得できるようになっている。

毎朝のミーティング、毎月の職員会議、伝達
ノートなどを活用し、意見を聞く機会を設けてい
る。「気づき箱」の設置をし、要望や意見がよく
出るようになった。職員の意見は重要視し、出
来るだけ要望や意見を取り入れて運営に反映
させている。

各棟の玄関に、ご意見箱を設置。また公的苦
情、相談窓口のポスターを掲示している。重要事
項説明書にも、相談苦情窓口を記載している。毎
月、家族に必ず月状況を報告するために面談や
電話連絡を行っている。家族の行事参加で園と
の絆が深まり意見交換がより頻繁になってきた。
いただいたご意見は職員会議で話し合い運営に
反映させている。

契約時の重要事項は文章化し、読み合わせな
がらご確認頂く。ご質問は施設長をはじめ、介
護支援専門員、管理者等責任ある立場の者が
誠実に対応している。

職員の資格に対しての手当てを賃金規定に明記し
職員に示している。また、園開設以来担当労務士の
助言のもと、就業規則を整備し、労働時間、休日休
暇の取得等、法令を遵守したものとなっている。
日々のレクレーションや年に数回の催し等、職員が
趣味や特技を活かした企画を自発的に取り組み、職
員、利用者双方の楽しみとなっている。

日常生活自立支援事業や、成年後見制度に関
する研修に参加し、職員にも周知するようにし
ている。現在制度を利用している利用者はいな
い。地域包括支援センター等に問い合わせなど
はしている。

現在、制度を利用している方はいない。運営推進会議の中
で、地域包括支援センター職員に相談しアドバイスをもらって
いる。制度についての研修を受講し、内部勉強会で全職員に
周知を図っている。権利擁護に関する制度の資料やパンフ
レットを用意し、制度を必要とする利用者や家族に説明し、い
つでも支援できる体制を整えている。

利用者、家族が気楽に意見、要望が言いやすい関係作りを
目指している。意見箱を設置し、各種行事を兼ねた家族交流
会や面会時、運営推進会議時に、家族の意見や要望を聴き
取っている。「ほのぼの夏吉園だより」や個人別の「月状況連
絡票」で利用者の健康状態や日頃の暮らしぶりを報告し、電
話等でも要望を聴いている。また、出された意見は検討し、
ホーム運営に反映出来るように努力している。

2 特定非営利活動法人　北九州シーダブル協会



福岡県　グループホーム　夏吉園 評価確定日　平成25年04月24日

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容
自
己

外
部

項　　目
自己評価 外部評価
実践状況

15 ○職員を育てる取り組み
代表者は、管理者や職員一人ひとりのケアの実
際と力量を把握し、法人内外の研修を受ける機
会の確保や、働きながらトレーニングしていくこと
を進めている

16 ○同業者との交流を通じた向上
代表者は、管理者や職員が同業者と交流する機
会を作り、ネットワークづくりや勉強会、相互訪問
等の活動を通じて、サービスの質を向上させてい
く取り組みをしている

Ⅱ.安心と信頼に向けた関係づくりと支援

17 ○初期に築く本人との信頼関係
サービスを導入する段階で、本人が困っているこ
と、不安なこと、要望等に耳を傾けながら、本人
の安心を確保するための関係づくりに努めてい
る

18 ○初期に築く家族等との信頼関係
サービスを導入する段階で、家族等が困ってい
ること、不安なこと、要望等に耳を傾けながら、関
係づくりに努めている

19 ○初期対応の見極めと支援
サービスを導入する段階で、本人と家族等が「そ
の時」まず必要としている支援を見極め、他の
サービス利用も含めた対応に努めている

20 ○本人と共に過ごし支えあう関係
職員は、本人を介護される一方の立場におか
ず、暮らしを共にする者同士の関係を築いている

21 ○本人を共に支えあう家族との関係
職員は、家族を支援される一方の立場におか
ず、本人と家族の絆を大切にしながら、共に本人
を支えていく関係を築いている

本人、家族、介護支援専門員、職員、管理者、
主治医、看護師、その他必要に応じて、各専門
職がチームとなり、本人の状態の把握から、支
援方法を幅広い視点で見極め実行している。特
に今まで介護を担ってきた中心人物からの話
は丁寧に聞き取るようにしている。

食事の時間はスタッフも共にテーブルを囲み、
その準備から片付けまで、それぞれ役割を担っ
ている。毎日の清掃や洗濯だけでなく、花を生
けたり、縫い物などといった得意分野を探し、活
躍していただいている。

本人及び家族より、事前に丁寧に情報収集を
行う。入居後は本人と職員が二人きりでゆっくり
とお話しする時間を作り信頼関係を作っていく、
他の職員や他の入居者との関係を徐々に広げ
てもらうようにしている。

契約にいたるまでの間にご家族が納得されるま
で何度も話し合いの機会を設ける。園から積極
的に連絡をとって要望を聞き、家族の希望も反
映させたケアプランを作っている。

同業者と情報交換し、勉強会に積極的に参加
している。他園の行事にも、研修を兼ね参加し
ている。他施設職員を講師として招いている。

認知症介護実践者研修会をはじめ、人権研
修、感染症研修など、職員交代で受講しても
らっている。特に救急救命の研修はほぼ全員
消防署にて受講した。受講後は会議を開き伝
達している。

家族の面会をいつなんどきも受け入れ、歓迎して
いる。ご家族も参加する小旅行を企画したり、
月々の誕生会にも招待し、園でのご様子を見て
いただいている。認知症を理解していただくため
の勉強会も外部の講師を招いて開いた。ケアプ
ランのご説明や月状況報告をしている。状態のよ
くないときには頻繁に連絡をとり状況報告をして
いる。

3 特定非営利活動法人　北九州シーダブル協会



福岡県　グループホーム　夏吉園 評価確定日　平成25年04月24日

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容
自
己

外
部

項　　目
自己評価 外部評価
実践状況

22 １１ ○馴染みの人や場との関係継続の支援
本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人や場
所との関係が途切れないよう、支援に努めている

23 ○利用者同士の関係の支援
利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが孤立
せずに利用者同士が関わり合い、支え合えるよ
うな支援に努めている

24 ○関係を断ち切らない取組み
サービス利用（契約）が終了しても、これまでの
関係性を大切にしながら、必要に応じて本人・家
族の経過をフォローし、相談や支援に努めている

Ⅲ．その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

25 １２ ○思いや意向の把握
一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の把
握に努めている。困難な場合は、本人本位に検
討している

26 ○これまでの暮らしの把握
一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、生活
環境、これまでのサービス利用の経過等の把握
に努めている

27 ○暮らしの現状の把握
一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、有する
力等の現状の把握に努めている

28 １３ ○チームでつくる介護計画とモニタリング
本人がより良く暮らすための課題とケアのあり方
について、本人、家族、必要な関係者と話し合
い、それぞれの意見やアイディアを反映し、現状
に即した介護計画を作成している

面会やお見舞いには何度も行き、家族に様子
をたずねる電話連絡もしている。ご葬儀や初盆
には必ず参列している。

園の行事の折には友人、知人にも招待状を送
り、参加してもらっている。仏壇をお持ちの方の
月参りも恒例となっている。通院も往診があるも
のの、本人の希望があれば馴染みの病院へ通
院し、敬老会等の地域の行事にも参加している。
以前住んでいた町まで外食に行ったり、その町
並みへドライブにお連れすることもしている。

職員間で利用者様の関係を周知し、一人ひとり
が関わり支え合えるようなレクリエーションや作
業の手伝いを考え、利用者同士で楽しい関係
を保てるように努めている。

より本人らしさをつかみやすい記録にするため
介護記録の様式を刷新した。1日の水分摂取量
も記録に残し、排便や排尿も記録に残すことで
タイミングを把握するようにしている。病気やケ
ガ等による急激な変化や職員の「気づき」は伝
達ノートに記入し、1日の過ごし方を話し合って
いる。

職員は、利用者の友人、知人、家族、親戚が来訪しやすい雰
囲気作りに配慮している。ホーム行事の度に友人、知人の方
にも招待状を出して参加を呼びかけたり、公民館での介護予
防教室で友人との再会を喜ばれる等、馴染みの関係の継続
に向けての支援をしている。また、仏壇を持ち込んでいる利
用者の居室にお寺の住職が月参りの訪問をされたり、身内
の結婚式に職員が同伴して出席する等、家族の協力を得な
がら、利用者一人ひとりの馴染みの関係を大切にする支援
に取り組んでいる。

職員は利用者様とｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝを大切にし、本人の
思いや、希望、意向を聞き出し、伝達ノートへ記入す
ることで、職員間の情報共有に努める。介護支援専
門員はその情報を元に、ケアプランへと反映させる。
この利用者様のつぶやきから実現した行事も多々あ
る。また困難な場合は記録を元に家族にも協力を仰
ぎながら出来るだけ本人の思いに近づく努力をして
いる。

職員は、利用者の思いや意向を把握するために、利用者に
寄り添い優しく話を聴く等して、利用者の本音を聴きだしてい
る。入浴時等、利用者と職員がゆったりと向き合う時間に思
いを話される事も多い。それらの機会に得た情報は伝達ノー
トに記入し、職員間で共有している。意向表出の困難な利用
者に対しては、アセスメントを見直し、ベテラン職員や家族と
相談しながら、出来るだけ利用者の思いを実現出来るよう取
り組んでいる。

入居時にご家族さまから生活歴などの暮らしの情報
を提供いただき、それを元に生活環境を整えケアや
リハビリメニューを組み立てている。また、入居時に
介護支援専門員を中心にサービス利用の経過や結
果などの把握に努めている。

本人らしい生活の実現を目指した介護計画を
作成する為に、介護支援専門員は家族、主治
医、、看護師、担当職員、リハビリ担当職員の
整体師、外部からの健康運動指導士等、様々
に本人と関わりを持つ関係者と話し合いの上で
計画を立てている。

介護計画は、利用者や家族にｻｰﾋﾞｽ担当者会議への参加を
お願いして、利用者のより良い暮らしを支えるための課題や
ケアのあり方について、関係者と一緒に考えている。機能訓
練表、病院受診の情報、伝達ノート等、気づきや意見を出し
合い、３ヶ月毎に作成している。また、利用者の状態変化に
合わせ、家族と相談しながら、内容の変更をその都度実施で
きる取り組みがある。
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実践状況 次のステップに向けて期待したい内容
自
己

外
部

項　　目
自己評価 外部評価
実践状況

29 ○個別の記録と実践への反映
日々の様子やケアの実践・結果、気づきや工夫
を個別記録に記入し、職員間で情報を共有しな
がら実践や介護計画の見直しに活かしている

30 ○一人ひとりを支えるための事業所の多機能化
本人や家族の状況、その時々に生まれるニーズ
に対応して、既存のサービスに捉われない、柔
軟な支援やサービスの多機能化に取り組んでい
る

31 ○地域資源との協働
一人ひとりの暮らしを支えている地域資源を把握
し、本人が心身の力を発揮しながら安全で豊か
な暮らしを楽しむことができるよう支援している

32 １４ ○かかりつけ医の受診支援
受診は、本人及び家族等の希望を大切にし、納
得が得られたかかりつけ医と事業所の関係を築
きながら、適切な医療を受けられるように支援し
ている

33 ○看護職との協働
介護職は、日常の関わりの中でとらえた情報や
気づきを、職場内の看護職や訪問看護師等に伝
えて相談し、個々の利用者が適切な受診や看護
を受けられるように支援している

34 ○入退院時の医療機関との協働
利用者が入院した際、安心して治療できるよう
に、又、できるだけ早期に退院できるように、病院
関係者との情報交換や相談に努めている。ある
いは、そうした場合に備えて病院関係者との関係
づくりを行っている。

35 １５ ○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援
重度化した場合や終末期のあり方について、早
い段階から本人・家族等と話し合いを行い、事業
所でできることを十分に説明しながら方針を共有
し、地域の関係者と共にチームで支援に取り組
んでいる

提携病院の往診はあるものの、入居以前のかかり
つけ医を希望された場合は、希望を優先し受診を支
援している。受診内容や主治医の指示は、支援経過
に記録し、全職員情報を共有している。また状況に
応じて家族に連絡している。緊急の場合、提携医の
往診等で迅速に対応できるよう支援している。

利用者や家族の希望を優先し、かかりつけ医の受診支
援をしている（４名）。受診時には利用者の状態を的確
に報告し、受診内容は支援経過に記録して職員間の情
報の共有を図っている。また、提携医による往診と看護
師３名の勤務体制により、介護職員との連携が図ら
れ、利用者が安心して適切な医療を受けられる体制が
整っている。

運営推進委員として、地域の区長、公民館長、民生
委員、市の職員等に関わって頂いている。消防署に
も消防避難訓練等の際には協力、参加頂いている。
地域の神幸祭、文化祭への参加は恒例行事となっ
ている。地域の敬老会には招待状を頂き参加してい
る。こちらもクリスマス会、夏祭りにご招待し、青年団
や地域の有志から大いに盛り上げてもらっている。

数多くのボランティアの方々の協力により毎月の
ように園内でギター演奏会、軍歌、落語、詩吟、
漫談、日本舞踊など幅広い文化活動が行われ、
利用者だけでなくボランティアの方々からも発表
の機会として喜んでいただいている。また、病院
受診や買い物などの必要不可欠な外出だけでな
く、宗教活動や笑い講などの催しの参加も支援し
ている。

日々の記録は全職員で記入している。特に体
調の悪い方や困難な事例は別冊ノートにて、克
明に記載し、職員間の伝達にも役立てている。
また、ご家族や主治医への説明や介護計画の
見直しにも役立てている。

重度化した場合に備え正看護師2名、准看護師
1名の体制を整えている。先に挙げた病院関係
者を招待した認知症勉強会のあと家族会を開
き、園で十分に出来ることの範囲、病院でしか
出来ない事など説明し、話し合っている。

契約書の中に、「ターミナルケアについて」「重度化した
場合における対応について」明記し、終末期において
ホームで出来る事、出来ない事を説明し、理解を得てい
る。重度化が進む中で、看護師３名の体制を整え、利
用者一人ひとりの方針を確認し、関係者で共有し、利用
者、家族の希望に対して対話を重ねながら、その方に
とってより良いケアを行なえるよう取り組んでいる。これ
まで１名の方の看取りを経験している。

園内に正看護師２名、准看護師１名が勤務して
おり、利用者に些細な状態変化や異常があれ
ば、常勤の看護師に報告し、主治医からの指
示を受け健康管理を徹底している。バイタル、
服薬管理、経過記録も整備している。

病院主催の見学会、懇親会に職員が出席した
り、夏吉園に病院関係者を招待し、認知症勉強
会、情報交換会を開いて家族や職員共に学び、
園と病院の関係だけでなく家族と病院の関係も
より近くなるような交流を考えている。入院の際、
最初の窓口となる各病院の地域連携室との関係
を大切にしている。
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実践状況 次のステップに向けて期待したい内容
自
己

外
部

項　　目
自己評価 外部評価
実践状況

36 ○急変や事故発生時の備え
利用者の急変や事故発生時に備えて、全ての職
員は応急手当や初期対応の訓練を定期的に行
い、実践力を身に付けている

37 １６ ○災害対策
火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問わず
利用者が避難できる方法を全職員が身につける
とともに、地域との協力体制を築いている

Ⅳ．その人らしい暮らしを続けるための日々の支援　

38 １７ ○一人ひとりの尊重とプライバシーの確保
一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライバシー
を損ねない言葉かけや対応をしている

39 ○利用者の希望の表出や自己決定の支援
日常生活の中で本人が思いや希望を表したり、
自己決定できるように働きかけている

40 ○日々のその人らしい暮らし
職員側の決まりや都合を優先するのではなく、一
人ひとりのペースを大切にし、その日をどのよう
に過ごしたいか、希望にそって支援している

41 ○身だしなみやおしゃれの支援
その人らしい身だしなみやおしゃれができるよう
に支援している

42 １８ ○食事を楽しむことのできる支援
食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの好
みや力を活かしながら、利用者と職員が一緒に
準備や食事、片付けをしている

事故発生時に備え、日勤者夜勤者の別なく交代
で救命救急講習（ＡＥＤ使用方法等）を受講して
いる。園内でも看護士による救命指導を受け、速
やかに対応出来るよう訓練している。なお、昨年
ＡＥＤを設置した。

当園では開設当初より接遇講師より月2回言葉
の大切さや礼儀作法の指導を受けている。尊厳
ある暮らしを支える介護を実現するには心のこ
もった優しい言葉がどれほど大切かを毎月の
ミーティングや伝達ノートで周知徹底している。職
員が必ず目にする壁には「和顔・愛語・賛嘆」とい
う言葉を貼り、常に注意を促している。

職員は、利用者と家族のような関係を築く中で、利用者を人生の大
先輩として敬い、プライドや羞恥心に配慮した介護サービスに取り組
んでいる。接遇講師による月２回の指導と施設長の開設時からの教
育により、礼儀作法や言葉遣いが徹底して職員間に浸透し、利用者
を敬う心のこもった言葉かけには心温まるものがある。また、利用者
の個人記録の保管や職員の守秘義務については、常に施設長から
説明し、徹底が図られている。

消防署指導の訓練は年２回実施している。夜間
帯の火災を想定した日没後の訓練も消防署立ち
会いの下行った。災害時の持ち出し袋は園内外
（倉庫など）に分散して用意し、食料品の備蓄もし
ている。スプリンクラーやＡＥＤの設置も出来てい
る。地元の消防団員や地域との協力体制も出来
ている。

年２回消防署の協力を得て防災訓練を実施し、夜間の訓練も実際
に日没後に消防署の協力を得て行った。２名の職員で１８名の利用
者の避難誘導が大変な事を実感し、地域住民や近隣職員との協力
体制を再検討し、利用者が安全に避難出来る避難誘導を目指して
いる。また、通報装置やスプリンクラー、AEDを設置し、非常用持ち
出し袋を敷地内に保管、「救急安心カード」を準備する等、利用者の
命を守るため、考えられる災害対策は積極的に行っている。

利用者からもっと良い笑顔を引き出すために職
員も同じコタツにあたりながら、お話をしたり、同
じ食卓を囲む時間を大切にし、会話の中から利
用者の希望を読み取る努力をしている。どの季
節にも行事があると楽しみにしていただけるよう
に、催し事や外出を頻繁におこなっている。

女性は敷地内の代表者が経営する美容室へ歩いて
行かれる。男性は行きつけの床屋へお連れしている。
歩行困難な方は美容室に出張してもらっている。外出
や行事の日はいつもと違う「よそいき」の服を着ていた
だき、お化粧もして華やいだ気持ちを楽しんでいただ
いている。誕生日にはその方の好みの服をプレゼント
している。

寝る、起きる、食事をとる、入浴する、排泄など
のタイミングは職員が注意深く見守り、記録に
残すことでお一人ずつのデータが出来ている。
病院受診などでやむをえずいつものタイミング
がずれる場合は時間をかけ何度もお話しし、納
得していただくようにしている。

食事の準備やおやつ作り、配膳、後片付けは必ず
利用者に参加していただいている。利用者と共に小
さな菜園で野菜も栽培し季節感や収穫の喜びを味
わっていただいている。行事の食事作りも利用者に
参加していただき、外部からの訪問者が驚くほどの
盛大なパーティーを開いている。普段の食事も園長
が厳しく批評し、利用者に驚きと喜びを感じていただ
けるよう、担当職員が工夫を凝らしている。

「食」を大切にし、免疫力アップのための生姜湯、人参、リンゴ
ジュースを毎日提供し、この冬、利用者、職員も合わせて一
人も風邪をひかなかった。食事は職員が自宅の農園で採れ
た旬の食材を使い（筍、タラの芽、ゼンマイ、ユキノシタ、蕗
等）季節感溢れる彩り豊かな料理が品数多く食卓に上り、「こ
の酢味噌和え私が作ったとよ、味どう？」等、賑やかな会話
の中で、揚げたての天ぷらを頬張る利用者の姿は、まさに
「食」から生きる力を得ているように感じた。また、気分転換を
兼ねた中庭でのランチや外食等も積極的に行っている。
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実践状況 次のステップに向けて期待したい内容
自
己

外
部

項　　目
自己評価 外部評価
実践状況

43 ○栄養摂取や水分確保の支援
食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通じ
て確保できるよう、一人ひとりの状態や力、習慣
に応じた支援をしている

44 ○口腔内の清潔保持
口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食後、一
人ひとりの口腔状態や本人の力に応じた口腔ケ
アをしている

45 １９ ○排泄の自立支援
排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人ひとり
の力や排泄のパターン、習慣を活かして、トイレ
での排泄や排泄の自立にむけた支援を行ってい
る

46 ○便秘の予防と対応
便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食物の工
夫や運動への働きかけ等、個々に応じた予防に
取り組んでいる

47 ２０ ○入浴を楽しむことができる支援
一人ひとりの希望やタイミングに合わせて入浴を
楽しめるように、職員の都合で曜日や時間帯を
決めてしまわずに、個々にそった支援をしている

48 ○安眠や休息の支援
一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に応じ
て、休息したり、安心して気持ちよく眠れるよう支
援している

49 ○服薬支援
一人ひとりが使用している薬の目的や副作用、
用法や用量について理解しており、服薬の支援
と症状の変化の確認に努めている

夜間にゆっくり眠れるよう日中は調理の手伝いや手
作業、リハビリ体操等を取り入れている。就寝時間
はとくに決めておらず、眠れない人はテレビを見たり
スタッフとお茶を飲みながら話をしたりして寝ることを
強制しない。また一人で居室で寝るのを拒否される
方は広間のソファーベッドを利用して人の気配を感
じながら安心して寝られるように支援している。

各利用者の状態に合わせて、歯科医や主治医と相
談しながら、普通食、キザミ食等対応している。きざ
む度合いも利用者に合わせきめ細かに変化をつけ
調理の職員が変わっても継続できるよう記録してい
る。食べてはいけない食材や苦手な食材も一人ひと
り対応している。水分摂取量や食事量は記録し、特
変がある場合は医師や看護師に相談し、低栄養、脱
水症にならない様努めている。

口腔ケアは毎食後行っている。以前は拒否され
る方もおられたが、その都度清潔の保持の大
切さをご説明した結果現在では毎食後のケアも
すんなりと受け入れられ、清潔を保つことが出
来ている。また、毎月2回の歯科医による口腔
ケアで専門的な指導を受けている。

服薬支援の重要さは常に会議や朝のミーティン
グで周知徹底している。服薬支援は２人体制で
行っている。処方箋は個人別ファイルに整理さ
れ、薬は鍵付き書庫に保管している。薬の変更
があった時は看護師より説明と指導を受けてい
る。

便秘が引き起こす弊害等、看護師に指導を受け職
員全員周知できている。食事の面では毎日、人参、
リンゴを使ったジュースを利用者と一緒に作り、飲ん
で頂き、食事の献立も野菜を多用した物を提供して
いる。また、運動面では整体師により、便秘予防運
動にも取り組んでおり便秘が改善されている。

各利用者の排泄表を作成し、排泄パターンを把
握している。出来る限りトイレでの排泄が出来る
よう誘導している。毎朝ホットタオルで清拭し清
潔も保持している。トイレ誘導時の声かけは特
にプライドを傷つけることのない様配慮してい
る。

利用者一人ひとりの排泄パターンをデータ化して全職員が共
有し、こまめな声掛けを行う事で、利用者全員が出来るだけト
イレで排泄出来るよう支援している。また、日常的なリハビリ
への取り組みで足腰を鍛え、水分、食事を豊かに摂る事で、
排泄の自立も進み、入居時、紙おむつを利用されていた方が
布パンツに変わり、今でも日中は布パンツで過ごされる等、
利用者の自信回復に繋がる取り組みを実践している。

基本的には週3回の入浴だが、２４時間風呂を
設置しているので、入浴日以外でも自由に曜日
を変えることが出来る。血流をよくするジェットバ
スも設置され入浴を楽しんでいただいている。
夏場などは、夕方に入浴する方もおられる。

入浴は週３回を基本としているが、２４時間入浴出来る体制
と、ジェットバスを設置し、利用者の希望により個々に沿った
入浴の支援をしている。また、入浴を拒否する利用者に対し
ては、気分転換を図ったり、職員が交代で声かけし、利用者
がその気になるのを待つ等、無理強いしないよう心掛け、入
浴を楽しめるよう工夫を重ねている。
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実践状況 次のステップに向けて期待したい内容
自
己

外
部

項　　目
自己評価 外部評価
実践状況

50 ○役割、楽しみごとの支援
張り合いや喜びのある日々を過ごせるように、一
人ひとりの生活歴や力を活かした役割、嗜好品、
楽しみごと、気分転換等の支援をしている

51 ２１ ○日常的な外出支援
一人ひとりのその日の希望にそって、戸外に出
かけられるよう支援に努めている。又、普段は行
けないような場所でも、本人の希望を把握し、家
族や地域の人々と協力しながら出かけられるよう
に支援している

52 ○お金の所持や使うことの支援
職員は、本人がお金を持つことの大切さを理解し
ており、一人ひとりの希望や力に応じて、お金を
所持したり使えるように支援している

53 ○電話や手紙の支援
家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、手
紙のやり取りができるように支援をしている

54 ２２ ○居心地のよい共用空間づくり
共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食堂、浴
室、トイレ等）が、利用者にとって不快や混乱をま
ねくような刺激（音、光、色、広さ、温度など）がな
いように配慮し、生活感や季節感を採り入れて、
居心地よく過ごせるような工夫をしている

55 ○共用空間における一人ひとりの居場所づくり
共用空間の中で、独りになれたり、気の合った利
用者同士で思い思いに過ごせるような居場所の
工夫をしている

56 ２３ ○居心地よく過ごせる居室の配慮
居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と相
談しながら、使い慣れたものや好みのものを活
かして、本人が居心地よく過ごせるような工夫を
している

57 ○一人ひとりの力を活かした安全な環境づくり
建物内部は一人ひとりの「できること」「わかるこ
と」を活かして、安全かつできるだけ自立した生
活が送れるように工夫している

園庭の果樹や菜園、花壇の水やりや土いじりなどを行
い、晴天の日は外で歩行練習や園庭での食事を楽し
んでいる。大型バスでご家族の方々と小旅行などに出
かけている。地域からの入居者が多く、友人などが来
園されドライブや食事などに誘って外出されることもあ
る。過ごしやすい季節には園全体の行事として花見や
ドライブにお連れし、他にも少人数でのお出かけもあ
る。

玄関を一歩出れば、果樹が新芽を出し、利用者の名札が立てられ
た花壇には季節の草花が咲き乱れている。利用者は、花壇の手入
れ、散歩や買い物、中庭でのランチ等、日常的に外出している。ま
た、季節毎の花見、調理の職員の農園に芋掘りに出かけたり、回転
ずし、バイキング、道の駅でソフトクリーム、焼き芋等の外食、大型
バスでの小旅行等、利用者一人ひとりの残存能力に合わせ、家族
も巻き込んだ外出に向けて、積極的に取り組んでいる。

それぞれの得意分野に合わせて生活支援を行って
いる。配膳や調理の味付けなどもしていただいてい
る。毎月の誕生会やクリスマス会なども利用者と一
緒に料理を作りご家族や地域の方を招き楽しんでい
る。夏祭りに盆口説き歌を歌うことを楽しみにされて
いる方もおられる。

目印が書いてある暖簾等を利用し混乱を防ぐ工夫を
している。各自の花壇を作り自室のお仏壇に花壇の
花を飾っている。機能訓練室に滑車やエアロバイク
を設置し各自自由に使われている。

共用空間には主に食卓台として利用しているテーブ
ルや、畳敷きに4ｍほどの大きなコタツ、通路や玄関
にもソファーや椅子を置き、座る場所を何カ所も設定
している。利用者はそれぞれお気に入りの場所で脳
トレをしたり、お茶を飲んだり、お話を楽しんだりして
いる。

全室畳敷きの居室。使い慣れたベッドやこたつや家
具が並んで利用者がご自分の空間を作っている。壁
にたくさんの写真を貼っている部屋、思い入れのあ
る品が並んだ部屋、仏壇を持ち込まれている部屋も
あり、毎朝御仏飯をあげ、月参りもおこなわれてい
る。利用者の状態に合わせた部屋づくりが出来てい
る。家族の方も畳の部屋は落ち着くと言われ泊まる
こともある。

居室には、家族の協力を得て、利用者が使い慣れたベッドや
箪笥、炬燵、仏壇、家族の写真等を持込んでもらい、自宅と
違和感のない家庭的な環境の中で、利用者が穏やかに、生
きがいを持って暮らせるよう支援している。また、全室畳敷き
の居室には、奥行きのある押入れが完備され、家庭的でそ
の人らしいお部屋作りが出来ていて、家族が泊まっていく事
もあり、居心地良く過ごせる居室となっている。

木造の広々とした共用スペースには大型コタツ
やソファーを置き、自然の光が差し込む明るい空
間となっている。季節ごとに装飾品を取り替える
ことで、話題を提供し季節を感じていただいてい
る。中庭で、食事やお茶を楽しめるよう手作り
テーブルを置いて利用している。広間、廊下、洗
面所、トイレと照明の明るさにも配慮し、差をつけ
ている。

鶯が鳴く、郊外の自然が残る環境の中で、季節の花と手作り
の物に囲まれた温かい雰囲気のホームである。屋内には、
利用者が毎年１年がかりで取り組んでいる貼り絵の大作や施
設長作の絵が飾られ、手作りの装飾品で家庭的な雰囲気を
演出している。広々としたスペースの中で輪になって行うリハ
ビリ教室、絵手紙教室、ボランティアによる紙芝居等、利用者
は笑顔で楽しい一日を過ごしている。また、職員手作りの
テーブルを中庭に並べて行うランチやティータイムの時間は
利用者にとって楽しみなひと時となっている。

電話依頼があるときは対応している。毎月講師を
招いて絵手紙教室を開催し、完成した作品をご
家族などへ送っている。ご家族からも絵手紙でお
返事が届いている。

本人と家族の希望によりお金を所持している方は1
名、その他の方は管理が難しいので事務所で預
かっている。お出かけの時や買い物の日などにはお
財布を持ってもらい支払いをしてもらうことで、買う喜
び、選ぶ喜びを味わってもらっている。
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